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牧園地区の永松修次さん（48）と富
ふ き こ

貴子さん（45）。永松さ
んは霧島の環境に魅せられ平成５年に牧園町に移住し、平
成14年から国道223号沿い、日の出温泉にある｢きのこの里
｣で手打ちそばを提供しています。それ以前は競艇選手だっ
た修次さん。減量が必要な選手時代から低カロリーのそば
が大好きで、趣味でそば打ちもしていました。引退してから
は富貴子さんと一緒に心をこめて打ったそばでお客さまを
もてなしています。「これからも『おいしい』と喜んでもらえ
るよう頑張ります」と話してくれました。
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今月の表紙

永松 修次・富貴子さんご夫妻
Nagamatsu Syuji　Fukiko

市の花 市の木

クロガネモチ モチノキ科
常緑高木で、秋には
直径６㎜ほどの真っ
赤な球形の果実をた
くさんつける。

モミジ カエデ科
落葉に小高木で、葉
は５〜９つの掌状に分
かれる。秋の紅葉が
美しい。

ハナタバコ ナス科
花が美しい観賞種の
タバコ。性質は丈夫
で、夏の花壇に適し
ている。

ミヤマキリシマ ツツジ科
高千穂河原など霧島
一帯に自生。５〜６月
上旬にピンク色の花を
咲かせる。
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１月20、21日、第35
回鹿児島県中学校新

人ハンドボール

球技大会で、隼人中
学校の女子が優勝し

、富山県である第

２回春の全国中学生
ハンドボール大会に

、男子も準優勝し、

沖縄である第35回九
州中学校選抜ハンド

ボール大会に出場

します。女子部員24
人、男子部員９人を

指導する監督の大

井幸乃先生は、「男女
とも小柄ですが走力

を重視し、大型の

チームにも引けを取
らないスピードを生

かしたプレーが

モットー」とチーム
を分析。男子の久保

雄
ゆう
幹
き
キャプテンは

「みんな仲がよくて
元気のあるチーム。

上位進出を目指す」

と語り、女子の鶴園
木
ゆ う こ

綿子キャプテンは「
追い込まれたと

きにこそ、お互いを信
じいいプレーができ

るチームです。全

国大会ではまずは１
勝を目指します」と

話してくれました。

女子は全国、男子は
九州大会出場

隼人中ハンドボール
部

１月21日、霧島永水地区でぐるりグルメ歩こう会が開かれ、
雨の中、350人が参加。ゴールなどでは住民がつきたてのも
ちやそばなどを振る舞い、参加者は大満足の様子でした。

もてなしに大満足の参加者

１月28日、隼人運動場をスタート・ゴールとして国分・隼
人路であった県地区対抗女子駅伝競走大会。１位は４連覇を
果たした肝属地区。姶良地区は7位でした。

地区対抗女子駅伝7位姶良

隼人町で市内在住の外国人らが参加して、国際親善ナンコ
大会が開かれました。外国人と市民との親睦が目的で、今年
で７回目。参加者は焼酎片手に親睦を深めていました。

ナンコ大会で国際交流深まる

ビルメンテナンス協同組合霧島支部に加盟している８社20
人が、国分西小学校でボランティア清掃をしました。手際よ
く作業を進め、見る見るうちにきれいになりました。

国分西小でボランティア

平成17年12月に鹿児島空港にオープンした天然温泉足湯
「おやっとさぁ」の利用者が、１月24日に10万人を突破。10万
人目は大阪府から観光で霧島市を訪れた岩立静香さん。

「おやっとさぁ」10万人突破

１月17日には霧島市内の郵便局が、１月25日には京セラ国分・
隼人工場が防犯パトロール隊を発足しました。これで、市内で
は66団体がパトロール隊を発足、地域防犯に取り組みます。

66団体が地域防犯を目指す
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「
男
ら
し
さ
」、「
女
ら
し
さ
」に
つ
い
て

個
人
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
自
由

で
す
が
、
特
定
の「
男
ら
し
さ
」、「
女
ら

し
さ
」（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）を
他
人
に
押
し

つ
け
る
こ
と
は
、
人
生
の
選
択
を
阻
害
す

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
避
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の

育
て
方
に
関
す
る
考
え
方

「
男
の
子
は
男
の
子
ら
し
く
」、「
女

の
子
は
女
の
子
ら
し
く
」
育
て
る

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
73
・

０
％
の
人
が「
同
感
す
る
・
や
や
同

感
す
る
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。一

方
で
、「
同
感
し
な
い
」と
思
う
人
は

６
・
５
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
女
性

よ
り
も
男
性
が
、
よ
り
同
感
し
て
い

る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

「
男
尊
女
卑
」の
気
風

本
市
に
お
い
て「
男
尊
女
卑
」の
気

風
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
と
思
う
か

に
つ
い
て
は
、「
残
っ
て
い
な
い
」が

32
・
７
％
で
、「
残
っ
て
い
る
」の
26
・

８
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
み
る
と
、女
性
は「
残
っ

て
い
る（
32
・
９
％
）」と
思
う
人
が

「
残
っ
て
い
な
い（
23
・
８
％
）」と
思

う
人
を
上
回
っ
て
い
る
一
方
で
、
男

性
は
半
数
近
く
の
人
が「
残
っ
て
い

な
い
」と
思
っ
て
お
り
、「
男
尊
女
卑
」

の
気
風
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
が
よ

り
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ

ま
す
。

男
女
共
同

参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」、「
男
性

は
主
要
な
業
務
、
女
性
は
補
助
的
業
務
」

と
い
う
よ
う
な「
性
別
に
よ
る
固
定
的
な

役
割
分
担
」の
考
え
は
、
男
女
の
社
会
活

動
へ
の
参
画
に
対
し
制
約
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
見
直
し
が
必
要
で
す
。

性
別
を
問
わ
ず
、
個
人
の
能
力
な
ど
に
よ

っ
て
役
割
の
分
担
を
決
め
る
こ
と
が
適

当
で
す
。

性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担

「
男
性
は
仕
事
、女
性
は
家
庭
」と
い

う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、半
数
の
人
が

「
反
対
・
や
や
反
対
」と
思
っ
て
お
り
、

「
賛
成
・
や
や
賛
成
」と
思
う
の
35
・

７
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。男

女
別
で
み
る
と
、「
反
対
・
や
や
反
対
」

と
思
う
女
性（
53
・
３
％
）が
、
男
性

（
46
・
２
％
）を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

全
体
で
は
、「
男
女
の
役
割
分
担
に

つ
い
て
の
社
会
通
念
、慣
習
、し
き
た

り
な
ど
を
改
め
る
こ
と
」が
最
も
高

く
、
次
い
で
、「
夫
婦
間
で
家
事
な
ど

の
分
担
を
す
る
よ
う
に
十
分
話
し
合

う
こ
と
」、「
労
働
時
間
を
短
縮
し
た

り
、
休
暇
制
度
を
普
及
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
」の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
み
て
も
、
大
き
な
違
い

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、「
男
性
が
家
事

な
ど
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
す
る
抵
抗

感
を
な
く
す
こ
と
」や「
家
事
な
ど
を

男
女
で
分
担
す
る
よ
う
な
し
つ
け
や

育
て
方
を
す
る
こ
と
」に
つ
い
て
は

男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
必
要
と
回

答
し
て
い
る
一
方
で
、「
企
業
中
心
と

※�

調
査
の
す
べ
て（
全
25
問
）は

冊
子
に
ま
と
め
、
市
役
所
４
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
図
書

館（
室
）な
ど
に
備
え
つ
け
て
あ

り
ま
す
。ま
た
、一
部（
自
由
記

述
等
除
く
）は
市
役
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策

課
男
女
共
同
参
画
推
進
係
☎

（
64
）０
９
１
４
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
47
）

２
５
２
２

男
女
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

共
に
参
画
し
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、平
成
11
年
６
月
に「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

霧
島
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
霧

島
市
男
女
共
同
参
画
計
画（
仮
称
）」の
策
定
を
平
成
19
年
度

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、「
霧
島
市
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」を
、20
歳
以
上
の
市
民
か
ら

無
作
為
に
抽
出
し
た
２
、１
０
０
人
の
か
た
を
対
象
に
、
郵
送

に
よ
り
平
成
18
年
４
月
13
日
～
５
月
２
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

出典：「男女共同参画の広報のために」、「男女共同参画の広報啓発に関する研究会」制作

私の出演しているテレビ番組「行列のできる法律
相談所」が高視聴率です。その人気の秘密とは、変
な弁護士が４人もいて（？）、意見が違い、ぶつかり
合うのが面白いんだそう。
その背景として、日本の社会が今、変わり目で、ラ

イフスタイルに関する国民の意識や価値観がさまざまに変化している真っ最中
であることも関係あるかもしれません。
確かに、内閣府の世論調査でも、この１〜２年で逆転したものがいくつか。
固定的性別役割分担意識は、賛成派より反対派が上回りましたし、女性の就業
意識も、育児による一時中断派より就業継続派が多数になりました。
一方、少子化が先進国最速で進み、総人口も減少期に突入。変革期…今までの

常識や成功体験がかえって足かせになることが予想されます。
そんな未来につなぐキーワードが、「男女共同参画社会」。男性も女性も力を合
わせて進みましょう。

いろいろあるから、
面白い。

自
分
の
私
生
活
と
仕
事
が
う
ま
く
調

和
す
る
こ
と
を
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」と
言
い
ま
す
。

育
児
休
業
制
度
の
整
備
や
残
業
の
減

少
な
ど
に
取
り
組
む
会
社
で
は
、
男
性
も

女
性
も
家
事
や
育
児
を
行
っ
た
り
、
地
域

活
動
に
従
事
し
た
り
、
自
分
の
時
間
を
持

つ
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

男
性
も
女
性
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に

沿
っ
た
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
あ
り
、

男
女
共
同
参
画
は
、「
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
担
の
見
直
し
」と
と
も
に
、

「
男
女
の
働
き
方
の
見
直
し
」と「
仕
事

と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援
」を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

回
収
数
：
８
４
８
人（
男
性
３
５
１
、女
性
４
９
２
、性
別
未
記
入
５
）、

回
収
率
：
40
・
4
％（
男
性
35
・
６
％
、女
性
44
・
２
％
）

男
女
が
家
事
、育
児
、介
護
、地
域
活
動
へ

参
画
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
思
う
こ
と

い
う
社
会
全
体
の
仕
組
み
を
改
め
る

こ
と
」は
、男
性
の
方
が
よ
り
必
要
で

あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

問：�あなたは今でもお住まいのところで「男尊女卑」の気風が
残っていると思いますか

問：�「男性は仕事、女性は家庭」というような、性別によって固
定的に役割などを分けてしまう考えがありますが、あなた
はどう思いますか

問：�あなたは、「男の子は男の子らしく」、「女の子は女の子ら
しく」育てるという考え方についてどのように思いますか

問：�あなたは、今後、男女が家事、育児、介護、地域活動に積極
的に参画していくためには、どのようなことが必要だと
思いますか（複数回答）

～
霧
島
市
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
よ
り
～

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
重
ん

じ
る
こ
と
、
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱

い
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
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賛成 やや賛成 やや反対 反対 わからない 無回答

N=848

37.3%

49.0%

29.1%

35.7%

31.1%

39.0%
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6.1%
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22.4%

10.3%

3.5%

2.8%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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男性

女性

同感する やや同感する 同感しない
どちらともいえない 無回答

N=848
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31.0%

23.7%

13.6%
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22.5%

11.7%

13.1%
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16.9%
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N=848

男女の役割分担についての社会
通念、慣習、しきたりなどを改め
ること

企業中心という社会全体の仕組
みを改めること

仕事と家庭の両立などの問題に
ついて相談できる窓口を設ける
こと　　　

労働時間を短縮したり，休暇制度
を普及させたりすること

夫婦間で家事などの分担をする
ように十分話し合うこと

家事などを男女で分担するよ
うなしつけや育て方をすること

男性の男女共同参画に対する
関心を高めること

女性の男女共同参画に対する
関心を高めること

男性の仕事中心の生き方，考
え方を改めること

女性が男性に経済力や出世を
求めないこと

自宅でも仕事ができるように
在宅勤務等を普及させること

1.8%
2.6%
1.2%

その他

7.9%
8.5%
7.5%

わからない

男性が家事などに参画するこ
とによるライフスタイルの変化
に対する抵抗感をなくすこと

Lawyer  Hiroko Sumita
弁護士　住田 裕子さん

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.2, Japan
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お
知
ら
せ

県
の
事
務
の
窓
口
が
一
部

霧
島
市
に
移
り
ま
す

現
在
、
鹿
児
島
県
が
行
っ
て
い
る

事
務
の
一
部
の
窓
口
が
４
月
１
日
か

ら
霧
島
市
に
移
り
ま
す
。こ
れ
は
県

が
平
成
17
年
７
月
に
策
定
し
た
権
限

移
譲
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

市
で
は「
市
民
の
利
便
性
向
上
」

と「
市
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
事
務
の
う
ち
、

受
入
れ
体
制
の
整
っ
た
15
項
目
に
つ

い
て
、
今
回
移
譲
を
受
け
業
務
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
務
の
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
行
政
改
革
推
進

課
行
政
改
革
係
☎（
64
）０
９
５
２

鹿
児
島
県
議
会
議
員
の

選
挙
区
が
変
わ
り
ま
す

平
成
18
年
３
月
の「
鹿
児
島
県
議

会
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び

各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議

員
の
数
に
関
す
る
条
例
」の
一
部
改

正
に
伴
い
、
４
月
８
日
執
行
の
鹿
児

島
県
議
会
議
員
選
挙
は
改
正
後
の
新

た
な
選
挙
区
お
よ
び
選
挙
区
ご
と
の

定
数
に
よ
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎（
64
）０
９
３
０

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

◦
期
間
＝
２
月
23
日（
金
）
～
３
月

９
日（
金
）午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

◦
場
所
＝
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
☎（
64
）０
９
３
０

３
月
定
例
市
議
会

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
午
前
10
時
開
会
）

２
月
27
日　

本
会
議

　
（
議
案
上
程
、市
長
提
案
説
明
）

３
月
５
日　

本
会
議

　
（
質
疑
、議
案
処
理
、一
般
質
問
）

３
月
６
日
～
８
日　

本
会
議

　
（
一
般
質
問
）

３
月
20
日　

本
会
議（
一
部
表
決
）

３
月
27
日　

本
会
議（
最
終
日
）

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。本
会
議
は
南
九
州
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
録
画
放
送
さ
れ
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
議
会
事
務
局

☎（
64
）０
９
２
２

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

侵
入
を
防
止
し
よ
う

今
年
１
月
に
宮
崎
県
で
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し

た
。鶏
だ
け
で
な
く
多
く
の
鳥
類
が

感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
高
致
死

性
の
病
原
性
を
示
す
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
す
。

○
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

①�

野
鳥（
糞
）と
鶏
の
接
触
を
避
け
る

た
め
、防
鳥
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
。

②�

鶏
舎
を
消
毒
し
、
鶏
舎
入
口
に
踏

み
込
み
消
毒
槽
を
設
置
す
る
。

③�

病
気
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
、
当
面

の
間
、
鳥
を
飼
育
す
る
管
理
者
を

決
め
る
。

④�

管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
長
靴
、
作

業
着
、手
袋
、マ
ス
ク
を
着
用
。

⑤�

管
理
者
は
作
業
終
了
後
、
手
洗
い
、

う
が
い
、消
毒
の
徹
底
を
は
か
る
。

⑥�

異
常
鶏（
急
死
な
ど
）に
気
付
い

た
ら
、
関
係
機
関（
家
畜
保
健
衛

生
所
）に
直
ち
に
連
絡
す
る
。

家
き
ん
お
よ
び
愛
が
ん
鳥
を
飼
養

さ
れ
て
い
る
か
た（
１
、０
０
０
羽
以

下
）は
、氏
名
、住
所
、連
絡
先
、鳥
の

種
類
、
飼
養
羽
数
を
農
政
畜
産
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
産
業
振
興
課
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
家
畜
保

健
衛
生
所
☎（
62
）３
０
７
０
、農

政
畜
産
課
畜
産
係
☎（
64
）０
９

１
０
、
各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

畜
産
係

○
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ

国
産
鶏
肉
、
鶏
卵
は
安
全
で
す
。

「
食
鳥
検
査
法
」や「
食
品
衛
生
法
」

に
基
づ
き
、
厳
格
に
検
査
さ
れ
た
も

の
だ
け
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
九
州
農
政
局

鹿
児
島
農
政
事
務
所
消
費
生
活
課

☎
０
９
９（
２
２
２
）０
１
２
１

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に

ご
協
力
を

沖
縄
・
奄
美
・
ト
カ
ラ
列
島
に
は
、

さ
つ
ま
い
も
な
ど
に
大
き
な
被
害
を

与
え
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、
イ

モ
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
が
発
生
し

て
い
ま
す
。ま
た
沖
縄
県
に
は
カ
ン

キ
ツ
の
苗
木
類
を
枯
死
さ
せ
る
カ
ン

キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
と
い
う
果
樹

の
病
気
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
害
虫
の
ま
ん
延
を
防

止
す
る
た
め
サ
ツ
マ
イ
モ
、
カ
ン
キ

ツ
の
苗
木
類
な
ど
の
植
物
は
法
律
に

よ
っ
て
未
発
生
地
域（
本
土
）へ
持
ち

込
む
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
・
奄
美
・
ト
カ
ラ
列
島
か
ら
郵

送
小
包
や
宅
配
便
な
ど
で
生
の
サ
ツ

マ
イ
モ
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
、ア
サ
ガ

オ
類
、グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
、ヨ
ウ
サ

イ（
エ
ン
サ
イ
・
空
芯
菜
）、カ
ン
キ

ツ
の
苗
木
類（
沖
縄
県
産
の
み
）を
受

け
取
っ
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http:�//w

w
w
.pps.go.jp

）を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
農
政
畜
産
課

☎（
64
）０
９
１
０
、
農
林
水
産

省
植
物
防
疫
所
鹿
児
島
支
所
☎
０

９
９（
２
２
２
）１
０
４
６

牧
園
農
村

活
性
化
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

農
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
の
拠
点
と
し
て
農
村
活
性
化
施
設

の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
施
設
概
要
＝
大
会
議
室（
約
２
０

０
人
程
度
収
容
可
能
）、
研
修
室
、

小
会
議
室
、加
工
室（
み
そ
、お
菓

子
な
ど
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
利
用

可
能
）

◦
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
10
時

◦
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
、
第
２
・

４
土
曜
日

※�

利
用
料
金
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
牧
園
農
村
活
性

化
セ
ン
タ
ー
☎（
54
）５
６
１
１

丸
岡
公
園
の
管
理
運
営
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
丸
岡
公

園
の
管
理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
ま
す
。こ
の
制
度
は「
公

の
施
設
」の
管
理
運
営
に
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
を

目
指
す
も
の
で
す
。指
定
管
理
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
平
成
19
年
３
月
で
指
定
期

間
満
了
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま

し
た
。

※�

選
定
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
行
政
改
革
推

進
課
☎（
64
）０
９
５
２

引
越
し
の
連
絡
は
お
早
め
に

引
越
し
な
ど
で
新
た
に
水
道
を
使

い
始
め
た
り
、
使
用
を
止
め
た
り
す

る
と
き
に
は
、
前
も
っ
て
水
道
部
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。特
に
３
月
中
旬

か
ら
４
月
中
旬
は
、転
入
・
転
出
が
多

い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
引
越
し
当
日
の
精
算
の
申

し
出
は
、
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
ご

希
望
の
時
間
帯
に
お
伺
い
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
水

道
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
連
絡
は
電
話
で
結
構
で
す
。

　
「
検
針
の
お
知
ら
せ
」な
ど
に
記
入

し
て
あ
る「
お
客
様
番
号
」を
お
伝
え

く
だ
さ
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が

完
了
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
水
道
部
管
理

課
業
務
係
☎（
42
）３
５
０
０

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

に
便
乗
し
た
架
空
請
求

現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
は
平
成
23
年
７
月
24
日
に
放
送
終

了
と
な
る
予
定
で
す
が
、
全
国
各
地

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に

伴
う
工
事
費
用
を
名
目
と
し
た
架
空

請
求
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受

信
に
関
し
て
、
疑
わ
し
い
工
事
の
勧

誘
を
受
け
た
場
合
や
身
に
覚
え
の
な

い
工
事
代
金
の
請
求
を
受
け
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
に
左
記
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
労
政
課

商
工
係
☎（
64
）０
９
１
２
、【
不

審
者
な
ど
の
連
絡
先
】霧
島
警
察

署
☎（
47
）２
１
１
０
、
横
川
警

移譲される事務の内容 担当課
町、字の新設、廃止、名称変更に関する事務 総務課
あらたに生じた土地の確認 総務課
特定非営利活動法人の設立認証、届出の処理等 地域振興課

入会林野整備計画の適否の決定等
【入会林野：一定の地域に住む人々が共同で利用し、管理している山林、原野のこと】

林務水産課

都市計画の決定等に係る調査のための立入りに伴う障害物の伐除および土地の試掘等 都市整備課
宅地造成規制区域の指定、宅地造成に関する工事等の届出の処理等 都市整備課

建築確認事務《限定特定行政庁（建築基準法第 97条の２）》
【限定特定行政庁：特定行政庁とは建築主事を置いている地方公共団体の長のこと。
限定とは、その中で第４号建物（２階建以下延べ 500 ㎡以下の木造住宅、
平屋建延べ 200 ㎡以下の非木造住宅等）のみにおいて権限を有する特定行政庁のこと】

建築住宅課

浄化槽設置の届出受理、変更命令等《建築基準法第６条第１項第４号の建物に限る》 建築住宅課

建設リサイクル法の対象建設工事の届出の処理、立入検査等
《建築基準法第６条第１項第４号の建物に限る》

建築住宅課

優良宅地の認定、優良住宅の認定 都市整備課
建築住宅課

悪臭防止規制地域の指定、変更、規制基準の設定等 環境衛生課
騒音規制地域の指定、変更、規制基準の設定等 環境衛生課
振動規制地域の指定、変更、規制基準の設定等 環境衛生課

特定商品の販売事業者に対する措置命令
【特定商品：食肉、野菜、魚介類等量り売りをされている商品のこと】

商工労政課

※�権限移譲プログラム＝「住民に身近な事務は可能な限り住民に身近な市町村において処理することが望ましい」と
いう基本的な考え方のもと、県が作ったプログラムの中から市町村が希望する事務を選択し移譲を受けるもの。

◎選挙区（改正後）
名　　　　称 区　　　　域 定数

鹿児島市・鹿児島郡区 鹿児島市および鹿児島郡 19
鹿屋市区 鹿屋市 ３
枕崎市区 枕崎市 １
阿久根市・出水郡区 阿久根市および出水郡 １
出水市区 出水市 ２
大口市・伊佐郡区 大口市および伊佐郡 １
指宿市・揖宿郡区 指宿市および揖宿郡 ２
西之表市区 西之表市 １
垂水市区 垂水市 １
薩摩川内市区 薩摩川内市 ３
日置市区 日置市 ２
曽於市区 曽於市 １
霧島市区 霧島市および姶良郡湧水町 ４
いちき串木野市区 いちき串木野市 １
南さつま市区 南さつま市 １
志布志市・曽於郡区 志布志市および曽於郡 １
奄美市区 奄美市および大島郡龍郷町 ２
川辺郡区 川辺郡 １
薩摩郡区 薩摩郡 １
姶良郡区 姶良郡 (湧水町を除く ) ２
肝属郡区 肝属郡 １
熊毛郡区 熊毛郡 １
大島郡区 大島郡 (龍郷町を除く ) ２

合　　　　　計 54

◎新たに指定管理者制度を導入する施設
施　設　名 指定管理者 指定期間 施設担当課

丸岡公園

きりしまPPP㈱

平成 19年
４月１日
　　 ～

平成 24年
３月 31日
（5年間）

横川総合支所
丸岡公園
☎ (72)1362

丸岡会館

横川町体験農園

森林環境活用施設

横川町農業交流センター

横川町勤労者技術研修館

◎指定期間満了に伴う指定管理者の指定
施　設　名 指定管理者 指定期間 施設担当課

◦国分海浜公園
◦国分キャンプ海水浴場
◦北公園
◦南公園

㈶霧島市しみん
学習支援公社

平成 19年
４月１日

　 　 ～

平成 22 年
３月 31日
（３年間）

観光課
☎ (64)0895

スポーツ振興課
☎ (64)0927

黒石岳森林公園 林務水産課
☎ (64)0938

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.2, Japan



市からのお知らせ▶▶▶

c
o

m
m

u
n

i
t

y
i

n
f

o
r

m
a

t
i

o
n

察
署
☎（
72
）０
１
１
０

市
税
な
ど
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
納
め

忘
れ
の
心
配
が
な
く
、
毎
回
金
融
機

関
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。申
請

書
が
市
内
の
各
金
融
機
関
、
郵
便
局

の
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、｢

通
帳｣

「
通
帳
印
」を
ご
持
参
の
上
、手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
収
納
第

１
係
☎（
64
）０
８
９
２

税
金
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

今
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
８
期
、
介
護
保
険

料（
普
通
徴
収
）第
８
期
の
納
付
月

で
す
。納
期
限
は
２
月
28
日（
水
）で

す
。口
座
振
替
の
振
替
日
は
２
月
26

日（
月
）で
す
。

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
の
展
示

県
で
は
統
計
知
識
の
普
及
と
統
計

の
表
現
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
環
境

や
社
会
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
67
点

の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◦
期
間
＝
３
月
１
日（
木
）午
後
１

時
～
６
日（
火
）12
時

◦
場
所
＝
市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
県
統
計
課
指
導

普
及
係
☎
０
９
９（
２
８
６
）２

１
１
１
、
情
報
政
策
課
統
計
係
☎

（
64
）０
９
３
３

募
集

平
成
19
年
度
社
会
教
育

学
級
生
の
募
集

◦
対
象
者
＝
霧
島
市
在
住
の
か
た

◦
開
設
場
所
＝
霧
島
市
多
目
的
ホ
ー

ル
ほ
か

◦
受
講
料
＝
い
ず
れ
も
１
、
０
０
０

円（
研
修
旅
行
は
一
部
負
担
）

◦
保
険
料
＝
１
人
５
０
０
円（
任
意
）

◦
申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
希
望

す
る
学
級
・
教
室
名
、氏
名
、年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
限
＝
４
月
13
日（
金
）（
当

日
消
印
有
効
）

 

※
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学

習
課
☎（
64
）０
９
２
６

平
成
19
年
度「
霧
島
市
舞
鶴

大
学
・
大
学
院
」学
生
募
集

高
齢
者
が
生
き
が
い
づ
く
り
と
心

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
必
要
な

教
養
と
生
活
技
術
を
学
習
し
、
相
互

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
19
年
度
霧
島
市
舞
鶴
大
学
・
大

学
院
生
を
募
集
し
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
霧
島
市
内
在
住
者
で
お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◦
期
間
＝
５
月
18
日
～
平
成
20
年
３

月
19
日（
月
１
回
）

◦
時
間
＝
午
前
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館
ほ
か

◦
内
容
＝
高
齢
期
の
生
き
方
、
健
康

管
理
、
高
齢
者
福
祉
、
研
修
視
察

旅
行
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
合

い
活
動
、芸
能
大
会
な
ど

◦
受
講
料
＝
年
額
１
、０
０
０
円

◦
申
込
方
法
＝
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
な
ど
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入
の

か
た
は
、
生
涯
学
習
課
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
間
＝
４
月
４
日（
水
）～

10
日（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習
課
☎

（
64
）０
９
２
６

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
参
加
者
募
集

霧
島
市
で
生
産
さ
れ
る
花（
キ
ク
・

ユ
リ
・
バ
ラ
な
ど
）の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と

し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
３
月
12
日（
月
）午
後
３

時
～　

◦
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

公
民
館
大
会
議
室

◦
定
員
＝
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦
参
加
料
＝
３
、
０
０
０
円（
材
料

代
含
む
）

◦
講
師
＝
松
下
生
花
店（
溝
辺
町
）

代
表　

松
下
久
雄
氏

◦
申
込
締
切
＝
３
月
２
日（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
農
政
畜

産
課
農
政
係
☎（
64
）０
９
１
０

霧
島
市
総
合
計
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
で
は
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
や
施
策
の
方
向
性
を
示
す

「
霧
島
市
総
合
計
画
」を
策
定
中
で

す
。こ
の
計
画
に
関
し
て
市
長
の
諮し

問も
ん

に
応
じ
審
議
す
る
た
め「
霧
島
市

総
合
計
画
審
議
会
」を
設
置
し
、そ
の

委
員
の
一
部
を
広
く
市
民
か
ら
募
集

し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
人
数
＝
３
人
以
内（
委
員
総

数
15
人
以
内
）

◦
応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
こ
と

① 

平
成
19
年
１
月
１
日
時
点
で
満

20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

② 

市
内
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と

③ 

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加

で
き
る
こ
と（
年
２
、３
回
程
度
）

④ 

市
の
ほ
か
の
附
属
機
関
な
ど
の

委
員
を
３
つ
以
上
兼
務
し
て
い

な
い
こ
と

◦
任
期
＝
選
任
日
か
ら
１
年
以
内

◦
応
募
方
法
＝
所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
お
よ
び
小
論
文「
霧
島

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
思
う
こ
と
」

を
記
入
の
う
え
、３
月
５
日（
月
）

ま
で
に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
提
出
。〈
必
着
〉

（
応
募
用
紙
は
企
画
政
策
課
、
市
役

所
１
階
総
合
案
内
、
各
総
合
支
所
総

務
課
で
配
付
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

◦
選
考
方
法
＝
選
考
基
準
に
基
づ
く

◦
提
出
先
＝
企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
課

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

企
画
政
策
係
☎（
64
）０
９
１
４
、

メ
ー
ルkikaku@

city-kirishi 
m

a.jp

、〒
８
９
９
︲
４
３
９
４
霧

島
市
国
分
中
央
三
丁
目
45
番
１
号

医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

「
が
ん
に
な
っ
た
と
き
何
が
怖
い
の

か
を
考
え
る
ー
地
域
と
と
も
に
が
ん

患
者
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
」

◦
日
時
＝
３
月
10
日（
土
）午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分

◦
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

◦
講
師
＝
鹿
児
島
緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
長 

三
木 

徹
生
氏

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
立
医
師

会
医
療
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
１

７
１

霧
島
市
働
く
婦
人
の
家

定
期
講
座（
前
期
）

◦
申
込
方
法
＝
記
入
例
を
参
考
に
往

復
は
が
き
に
１
人
に
付
き
１
講
座

ご
記
入
く
だ
さ
い
。１
人
何
講
座

で
も
可（
た
だ
し
、
講
座
ご
と
に

は
が
き
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

◦
受
付
期
限
＝
３
月
30
日（
金
）当

日
消
印
有
効

◦
受
講
資
格
＝
霧
島
市
在
住
ま
た
は

勤
務
先
が
霧
島
市
に
あ
る
女
性

◦
受
講
料
＝
１
講
座
に
つ
き
１
、
０

０
０
円
、
保
険
料
１
人
５
０
０
円

（
材
料
費
は
自
己
負
担
）

◦
開
講
期
間
＝
５
月
～
７
月
ま
た
は

９
月
ま
で
の
10
回
コ
ー
ス

◦
託
児
＝
昼
の
部
の
み（
満
２
歳
６

か
月
か
ら
就
学
前
ま
で
）事
前
に

申
し
込
む
こ
と

※�

定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
に
て
決

定
。受
講
生
が
少
な
い
場
合
は
開

講
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市

働
く
婦
人
の
家
☎（
46
）４
４
６
４

身
体
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
支
援
の

一
つ
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
13
日（
火
）、14
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◦
場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
１
階
）

◦
定
員
＝
10
人 

◦
内
容
＝
簡
単
な
文
書
作
成
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
の
基

本
操
作
な
ど

◦
申
込
方
法
＝
電
話
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
高
齢
・

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎

（
64
）０
９
９
５

｢

じ
ゃ
が
い
も
作
り｣

オ
ー
ナ
ー
募
集

◦
特
典
＝
植
え
付
け
し
、
掘
っ
た

じ
ゃ
が
い
も
を
無
料
で
配
布
。

◦
対
象
＝
園
児
、
小
学
生
と
そ
の
家

族（
先
着
50
家
族
）

◦
参
加
費
＝
１
家
族
２
、０
０
０
円

◦
日
時
＝
植
え
付
け
３
月
４
日（
日
）

午
前
10
時
～
、
収
穫
６
月
３
日

（
日
）の
予
定

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
じ
ょ
う

も
ん
市
場
☎（
45
）３
３
２
２

国
分
運
動
公
園
か
ら

■
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

◦
日
時
＝
３
月
25
日（
日
）午
前
10

時
～
12
時

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
中
学
生（
定
員
10
人
）

◦
受
講
料
＝
１
、５
０
０
円

◦
受
付
＝
２
月
20
日（
火
）～

■
転
倒
予
防
講
座

◦�

日
時
＝
３
月
22
日（
木
）午
前
10
時

～
11
時

◦
場
所
＝
国
分
体
育
館

◦
対
象
者
＝
高
齢
者（
定
員
20
人
）

◦
受
講
料
＝
１
、０
０
０
円

◦
受
付
＝
２
月
20
日（
火
）～

■
お
試
し
無
料
テ
ニ
ス
教
室

◦
日
時
＝
３
月
25
日（
日
）

　
【
未
経
験
者
】午
前
９
時
～
、

　
【
経
験
者
】午
前
11
時
～

◦
場
所
＝
多
目
的
屋
内
運
動
場

◦
対
象
＝
新
小
学
１
年
～
３
年
生

（
定
員
15
人
）

◦
受
付
＝
２
月
27
日（
火
）～

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
体

育
館
☎（
46
）４
３
９
８

国
分
武
道
館
か
ら

■
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス

◦
期
間
＝
４
月
７
日
～
５
月
26
日

（
土
曜
・
８
回
）午
後
３
時
～
４
時

◦
場
所
＝
国
分
武
道
館
小
道
場

◦
対
象
＝
18
才
以
上（
定
員
20
人
）

名　称 目的・学習内容 開催期間・時間

高齢者教室
（対象：65 歳以上）

定員：250 人

学習を通じて、これからの
人生を楽しく豊かなものに
する。高齢期の健康管理、
歴史、文化、暮らし、人権、
研修旅行など

平成 19 年５月
～平成 20 年２月

（月１回・第２水曜日）
午前９時 30 分
 ～ 11 時 30 分

女性学級
（対象：女性）

定員 300 人

多方面にわたる講演会を開
き、自らを高めこれからの
人生を楽しく豊かにする。
人権の話、人生の体験談、
スポーツレクリエーショ
ン、研修旅行など

平成 19 年５月
～平成 20 年２月

（月１回・原則第１金
曜日）
午前９時 30 分
　～ 11 時 30 分

〒899-4394

国
分
中
央
三
丁
目
四
五 –

一

霧
島
市
教
育
委
員
会

　
　

生
涯
学
習
課　

行

この面には何も
記入しないでください

往
信
面

記入例

　
〒899-○○○○

ご
自
分
の
住
所

ご
自
分
の
氏
名　

様

返
信
面

①希望の
　学級・教室名

②氏名

③性別

④年齢

⑤住所

⑥電話番号

〒899-4332

国
分
中
央
三
丁
目
四
三 –

一
〇

霧
島
市
働
く
婦
人
の
家 

行

この面には何も
記入しないでください

往
信
面

記入例

〒899-○○○○

ご
自
分
の
住
所

ご
自
分
の
氏
名　

様

返
信
面

希望講座名
（フリガナ）
氏　名
年　齢
職　業
住　所
自宅の電話
勤務先電話

【昼の部】ヨーガ
キリシマハナコ
霧 島 花 子
○○歳
主婦
国分中央○-○
45-○○○○
45-○○○○

（託児を希望される場合）
※不定期の方もご記入ください

お子さんの氏名　霧島太郎
お子さんの年齢　○歳○か月

性別　男
生年月日　○年○月○日

【夜の部】
講座名 学習日 学習時間 実施月 定員

フラワーアレンジメント 月 2、3 回月曜 18：30 ～ 20：30 5 ～ 9 15
ジャズ体操 毎週火曜 18：30 ～ 20：30 5 ～ 7 25
気功太極拳 毎週木曜 18：30 ～ 20：30 5 ～ 7 25
カラーコーディネート 月 2、3 回金曜 18：30 ～ 20：30 5 ～ 9 20

【昼の部】
講座名 学習日 学習時間 実施月 定員

ヨーガ・中庸 毎週月曜 10：00 ～ 12：00 5 ～ 7 25
生花（小原流） 月 2、3 回月曜 13：30 ～ 15：30 5 ～ 9 15
フレッシュ体操 毎週火曜 13：30 ～ 15：30 5 ～ 7 25
パンづくり 月 2、3 回金曜 10：00 ～ 12：00 5 ～ 9 24

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.2, Japan



保健だより▶▶▶

◎日曜・祝日薬局日程表 姶良郡薬剤師会

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表
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市からのお知らせ▶▶▶

月　日 曜日 薬　局　名 電　　話 地　  　区

3 月 4 日 日
たんぽぽ薬局 ４８－５７８８ 国　　　分
サン調剤薬局 ７２－１８００ 横　　　川

3 月 11 日 日
ハート薬局 ４６－１９１０ 国　　　分
中央一丁目薬局 ４６－２８５８ 国　　　分
霧島市民薬局中央 ４７－１８５５ 国　　　分

3 月 18 日 日

すみれ薬局 ４８－８６６２ 国　　　分
かりん薬局 ４８－５６７０ 国　　　分
あもりがわ薬局 ４４－９２１１ 隼　　　人

（株）霧島市民薬局 ４５－４３３８ 国　　　分
とざか薬局隼人店 ６４－２２７０ 隼　　　人

3 月 21 日 水
なのはな薬局 ４５－３３０５ 国　　　分
ファミリー調剤薬局 ６４－０６０７ 国　　　分

3 月 25 日 日
はーぶ薬局 ４３－０４２４ 隼　　　人
ひなた調剤薬局 ４２－８７０４ 隼　　　人

月　日 曜日 病　院　名 診　療　科　目 電　　話 地　　区

3 月　4 日 日

鵜木医院 内科小児科 ４５－００１１ 国 分
かのう医院 外整形外科内科 ４６－９１１１ 国 分
久永医院 内科小児科 ６５－２５０７ 姶 良 町
徳永医院 内皮膚小児科 ５８－２３０２ 溝 辺
林内科 内科小児科 ７２－１８１８ 横 川
たぐち内科医院 内科 ４２－０３２０ 隼 人
田中眼科医院 眼科 ６５－３９８６ 姶 良 町
かわの小児科 小児科 ４２－８８６６ 隼 人

3 月 11 日 日

梶原内科 内科小児科 ４７－３３６３ 国 分
原口耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 ４６－３３３３ 国 分
松下亮治内科 内科循環器科 ６２－００８４ 加治木町
たけうちクリニック 胃腸内外小児科 ６４－５５５０ 姶 良 町
ひらしまクリニック 胃腸科外科 ７４－２８００ 湧 水 町
みつお産婦人科 産婦人科 ４４－９３３９ 隼 人
渡辺眼科クリニック 眼科 ４５－６８８８ 国 分
すこやかクリニック 小児科 ６２－０３０８ 加治木町

3 月 18 日 日

協愛病院 内科消化器科 ４５－６２１１ 国 分
みみ・はな・のど としクリニック 耳鼻咽喉科 ４６－４９８７ 国 分
徳重クリニック 内科耳鼻咽喉科 ６２－２６７２ 加治木町
池畑内科医院 内科小児科 ６６－０２３１ 姶 良 町
霧島温泉クリニック 内科 ７８－２３３８ 牧 園
吉満内科クリニック 内科 ４２－８８８０ 隼 人
いぢち眼科 眼科 ４７－３６１８ 国 分
国分生協病院 小児科 ４５－４８０６ 国 分

3 月 21 日 水

青葉クリニック 内科外科 ６４－０６４６ 国 分
国分なかむらクリニック 外科胃腸科 ４５－３３３３ 国 分
おばた泌尿器・ひふ科 泌尿器皮膚科 ６２－７１００ 加治木町
野元内科医院 内科 ６５－２０１５ 姶 良 町
くりの後庵クリニック 内科 ７４－１５００ 湧 水 町
たまいクリニック 泌尿器科内科 ４２－７３００ 隼 人
神村眼科 眼科 ６４－５５５６ 姶 良 町
きたはらこどもクリニック 小児科 ６４－０６７７ 国 分

3 月 25 日 日

プライマリ・ケア むろ内科 内科小児科 ４６－６６１１ 国 分
前田産婦人科クリニック 産婦人科 ４６－６８００ 国 分
浜崎クリニック 消化器外科内科 ６２－８５８８ 加治木町
よしだ内科クリニック 内消循環器科 ６５－１３３３ 姶 良 町
春田医院 内科外科胃腸科 ７６－００５３ 牧 園
ひなたやま整形外科 整形外科 ４４－８１１８ 隼 人
隼人福島眼科 眼科 ６４－２９４０ 隼 人
あいら小児科 小児科 ６６－０１１５ 姶 良 町

※原則として往診はいたしません。
※都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
※内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
※眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

市
民
健
康
講
座

『
心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
』

ス
ト
レ
ス
が
続
い
て
い
た
り
、
小

さ
な
ス
ト
レ
ス
で
も
、
い
く
つ
か
重

な
る
と
心
が
疲
れ
、
も
の
ご
と
の
感

じ
方
や
受
け
止
め
方
が
後
ろ
向
き
に

な
っ
て
き
ま
す
。疲
れ
た
心
は
、い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
サ
イ
ン
を
送
っ
て
き

ま
す
。

こ
の
機
会
に
心
の
健
康
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
講
演
内
容
＝

｢

う
つ
病
予
防
に
つ
い
て｣

講
師
＝�

川
薩
保
健
所
長
／
宇
田
英

典
先
生

◦
日
時
＝
３
月
４
日（
日
）午
前
10

時
30
分
～
12
時

◦
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

◦
募
集
人
員
＝
２
０
０
人

◦
参
加
料=

無
料

◦
申
込
締
め
切
り
＝
３
月
２
日（
金
）

◎
申
込
先
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）

０
９
０
５

休
日
歯
科
救
急
診
療

◦
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◦
場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー（
空
港
近
く
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
郡
歯
科

医
師
会
☎（
58
）４
３
８
８

小
児
科･

内
科
夜
間
救
急
診
療

◦
平
日（
受
付
時
間
）　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

◦
日
曜
・
祝
休
日（
受
付
時
間
）　　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
立
医
師

会
医
療
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
１
７
１

◦
受
講
料
＝
５
、６
０
０
円

◦
受
付
＝
３
月
６
日（
火
）～

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
体

育
館
☎（
46
）４
３
９
８

国
分
総
合
プ
ー
ル
か
ら

■
楽
し
い
水
中
体
操

◦
期
間
＝
４
月
６
日
～
５
月
25
日

（
金
曜
・
８
回
）午
後
２
時
～
３
時

◦
場
所
＝
国
分
総
合
プ
ー
ル

◦
対
象
＝
18
才
以
上（
定
員
30
人
）

◦
受
講
料
＝
４
、８
０
０
円

◦
受
付
＝
３
月
６
日（
火
）～

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
総

合
プ
ー
ル
☎（
46
）９
４
０
０

イ
ベ
ン
ト

西
郷
公
園
ひ
ょ
う
た
ん
展

◦
期
間
＝
３
月
１
日（
木
）～
４
月

２
日（
月
）

◦
場
所
＝
溝
辺
西
郷
公
園

◦
内
容
＝
ひ
ょ
う
た
ん
の
展
示
、

ひ
ょ
う
た
ん
の
即
売
会（
土
・
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺
総
合
支
所

総
務
課
☎（
59
）３
１
１
１

登
録
有
形
文
化
財
プ
レ
ー
ト

伝
達
式
記
念
イ
ベ
ン
ト

Ｊ
Ｒ
大
隅
横
川
駅
が
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。そ

れ
を
記
念
し
て
国
か
ら
プ
レ
ー
ト
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
伝
達
式
と

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
10
日（
土
）午
前
９

時
50
分
～

◦
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
大
隅
横
川
駅

◦
内
容
＝
プ
レ
ー
ト
伝
達
式
、
記
念

イ
ベ
ン
ト（
竹
太
鼓
演
奏
、
特
産

品
販
売
、振
る
舞
い
も
ち
な
ど
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
横
川
出
張
所
生

涯
学
習
課
☎（
72
）１
５
９
６

陸
上
自
衛
隊
第
12
普
通
科

連
隊「
春
の
演
奏
会
」　

◦
日
時
＝
３
月
４
日（
日
）開
場
午

後
１
時
、
開
演
午
後
２
時
～
３
時

30
分

◦
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

※�

入
場
無
料
。整
理
券
が
必
要
。市
役

所
１
階
総
合
案
内
、
各
総
合
支
所
、

国
分
駐
屯
地
広
報
室
で
発
行
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
駐
屯
地
広

報
室
☎（
46
）
０
３
５
０（
内
線

２
１
９
・
２
２
７
）

か
ら
い
も
祭
り
in
霧
島

◦
日
時
＝
３
月
25
日（
日
）午
前
10

時
～

◦
場
所
＝
福
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

ま
き
ば
ド
ー
ム

◦
内
容
＝
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ（
午
前
10

時
～
・
参
加
費
１
５
０
円
）、留
学

生
日
本
語
弁
論
大
会（
午
後
１
時

～
）、
お
国
自
慢
演
芸（
午
後
２
時

～
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
福
山
地
区
か
ら

い
も
交
流
実
行
委
員
会（
柴
山
）☎

０
８
０（
５
２
１
２
）１
９
８
９

公
開
討
論
会

私
た
ち
の
今
と
未
来
へ
の
展
望

地
方
分
権
が
進
む
中
で
、
県
が
ど

の
よ
う
に
進
む
べ
き
か
、
公
開
討
論

会
を
通
じ
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。〈
入
場
無
料
〉

◦
日
時
＝
３
月
18
日（
日
）午
後
２

時
～ 

◦
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
商
工
会
議

所
総
務
企
画
課
☎（
45
）０
３
１
３

東
京
混
声
合
唱
団

特
別
演
奏
会

◦
日
時
＝
３
月
11
日（
日
）午
後
２

時
開
演

◦
場
所
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

◦
演
奏
曲
＝
三
善
晃
編
曲「
唱
歌
の

四
季
」ほ
か

◦
入
場
料
＝
全
自
由
席
、
一
般
３
、

０
０
０
円
、
大
学
生
２
、
０
０
０

円
、高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
み
や
ま
コ
ン

セ
ー
ル
☎（
78
）８
０
０
０

映
画
特
別
上
映
会｢

め
ぐ
み
︱

引
き
裂
か
れ
た
家
族
の　

年
」

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
横
田
め
ぐ

み
さ
ん
と
そ
の
家
族
を
取
り
上
げ
た

映
画
。「
救
う
会
鹿
児
島
」の
主
催
。

◦
日
時
＝
３
月
10
日（
土
）午
後
２

時
～

◦
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◦
入
場
料
＝
１
、０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
ミ
ッ
テ

10
☎
０
９
９（
８
１
２
）６
６
６
２

相
談

特
設
人
権
相
談
所

◦
相
談
は
無
料（
予
約
不
要
）

◦
相
談
日
・
場
所

○�

３
月
９
日（
金
）横
川
健
康
温
泉
セ

ン
タ
ー
、牧
園
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○�

３
月
15
日（
木
）国
分
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
教
育
娯
楽
室

◦
相
談
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
３
時

◦
担
当
者
＝
霧
島
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

◦
相
談
内
容
＝
婚
姻（
内
縁
）離
婚
・

扶
養･

相
続
・
土
地
建
物
問
題
・
登

記
関
係･

借
地
借
家･

金
銭
貸
借
・

売
買･

交
通
事
故
問
題
・
近
隣
関

係･

公
害
問
題･

い
じ
め
問
題･

そ

の
他
法
律
上
の
問
題

※�

法
務
局
で
は
常
時
人
権
相
談
を
し

て
い
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方
法

務
局
霧
島
支
局
☎（
45
）０
０
６
４

定
例
行
政
相
談

国
の
役
所
な
ど
に
対
す
る
苦
情
、

要
望
、相
談
を
お
聴
き
し
ま
す
。

◦
開
催
日
・
場
所
・
時
間

○�

３
月
９
日（
金
）＝
牧
園
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー（
午
前
９
時
～
12

時
）、
横
川
健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー

（
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

○�

３
月
13
日（
火
）＝
福
山
公
民
館

分
館（
午
前
９
時
～
11
時
）、福
山

公
民
館（
午
後
１
時
～
３
時
）

○�

３
月
20
日（
火
）＝
隼
人
総
合
支

所
宿
直
室（
午
前
９
時
～
12
時
）

◦
連
絡
先
＝
牧
園
総
合
支
所
総
務
課

☎（
76
）１
１
１
１
、
横
川
総
合
支

所
総
務
課
☎（
72
）０
５
１
１
、
福

山
総
合
支
所
☎（
55
）２
１
１
１
、

隼
人
総
合
支
所
総
務
課
☎（
42
）

１
１
１
１

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課
広

聴
係
☎（
64
）０
９
５
５

巡
回
交
通
事
故
相
談

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
か
た
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。〈
相
談
無
料
〉

◦
日
時
＝
３
月
20
日（
火
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◦
場
所
＝
県
加
治
木
合
同
庁
舎

※
２
日
前
ま
で
に
予
約
必
要

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
県
交
通

事
故
相
談
所
☎
０
９
９（
２
８
６
）

２
５
２
６

30
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Kirishima Municipal Media Center

メディアセンター情報

図書館だより▶▶▶

問い合わせ先
メディアセンター ☎�0919
（シビックセンター１階）　

〒899-4394

国
分
中
央
三
丁
目
四
五­–

一

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
行

何も記入しない

往
信
面

記入例

〒899-4201

ご
自
宅
住
所

ご
自
分
の
氏
名

返
信
面

移動基礎講座
受講希望
住所
〒899-4201
牧園町高千穂1520
ＴＥＬ­0995-64-0684
氏名　霧島　千太
年齢　60
性別　男性　
希望コース　E
　　　　　牧園会場

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

◎はやとすずかけ号（移動図書館日程表）
場所日時 小浜小学校 浜之市ふれあいセンター 新川団地

3月 6日㈫ 13：05〜13：50 14：20〜14：50 15：00〜15：30

場所日時 万膳小学校 湯の里団地 三田坪

3月 7日㈬ 13：15〜14：00 15：00〜15：30 15：40〜16：00

場所日時 富隈地区公民館 中福良小学校 春光園 吉田温泉

3月 8日㈭ 10：40〜10：50 13：05〜13：50 14：30〜14：50 15：00〜15：30

場所日時 松永地区公民館 姫城地区公民館 安良小学校 南日本新聞日当山販売所 姫城地区公民館

3月13日㈫ 10：30〜10：40 10：50〜11：00 13：15〜14：00 15：00〜15：20 15：30〜16：00

場所日時 中福良地区公民館 日当山地区公民館 竹子小学校 空港南タウン 町営天降川団地

3月14日㈬ 10：30〜10：40 11：00〜11：10 13：15〜14：00 14：30〜15：00 15：30〜16：00

場所日時 宮内地区公民館 天降川地区共同利用施設 佐々木小学校 橋之口 宇都団地

3月15日㈭ 10：30〜10：40 10：50〜11：00 13：15〜14：00 15：00〜15：30 15：40〜16：10

場所日時 小浜地区公民館 小野地区公民館 中津川小学校 安楽消防団駐車場

3月20日㈫ 10：30〜10：40 10：50〜11：00 13：15〜14：00 14：20〜14：50

場所日時 三体小学校 東郷団地

3月22日㈭ 13：15〜14：00 15：40〜16：20

◎公民館・共同利用施設は配本のみ　※都合により若干時間がずれることがあります。　　

◎しろやま号（移動図書館日程表）
駐　車　場　と　時　間

月 日曜 9：50〜10：10 10：15〜10：35 10：40〜11：00 11：05〜11：25 14：20〜14：40 14：45〜15：05 15：10〜15：30 15：35〜16：00

3

月

1 木 自衛隊福島官舎広瀬特貸宿舎10:20〜10:40
ニュー福島団地
10:50〜11:10

国分南ニュータウン
11:15〜11:35 ﾛｲﾔﾙｼﾃｨ新町 奈良田団地

14:50〜15:10
郡田ゆうゆうタウン
15:25〜15:45

宮ノ前ニュータウン
15:50〜16:10

2 金 検校橋団地 下井公民館前 西山下団地 大野原団地
11:10〜11:30 四方田団地 宮下団地 夕日ヶ丘団地

（国分） 名波ハイタウン

6 火 鹿児島銀行
国分マンション

サンコーポラス
国分重久 新清水団地 片平・三郷 グリーンヒル郡田 つつじヶ丘

ニュータウン
天神台団地
15:15〜15:30 重久団地

7 水 清水橋（姫城
消防詰所近く）

夢ヶ丘ニュータウン
10:20〜10:40

サンヒルズ重久
10:45〜11:05 敷根消防詰所横 川内団地

14:50〜15:10
上井団地
15:15〜15:30

城山団地
15:45〜16:05

8 木 福島尾籠商店前 松木公民館 野口西高城
10:50〜11:10 国分南小学校　（13：00〜13：50）

9 金 敷根新馬場 広瀬後町通 青 葉 小 学 校　（13：10〜14：00）

13 火 川 原 小 学 校　(10：45〜11：00) 国分北小学校　（13：10〜14：00）

14 水 木原小・中学校　(10：10〜11：00) 国分西小学校　（13：10〜14：00）

15 木 平 山 小 学 校　(10：30〜11：00) 上小川小学校　（13：10〜14：00）

16 金 塚 脇 小 学 校　(10：20〜11：00) 国 分 小 学 校　（13：10〜14：00）

20 火 持 松 小 学 校　(10：20〜11：00) 霧 島 小 学 校　（13：10〜14：00）

22 木 大塚団地
9:50〜10:20

須戸川団地
10:50〜11:10 福 山 小 学 校　（13：10〜14：00）

23 金 配本及び図書搬送 永 水 小 学 校　（13：10〜14：00）

27 火 配本（国分保育園･あけぼの理容･愛の園幼稚園･国分小学校･清水保育
園･あおば幼稚園･アメニティ国分･重久保育園･舞鶴園･新光保育園） 向 花 小 学 校　（13：10〜14：00）

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。­問い合わせ先：国分図書館­☎64－0918（直通）

国
分
図
書
館

り
ん
ご
の
木
文
庫（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

「
幼
児
と
小
学
生
の
た
め
の
お
は
な

し
の
部
屋
」
…
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら

べ
う
た
、語
り
な
ど

◦
日
時
＝
３
月
３
日（
土
）午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分

「
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
の
部
屋
」
…
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
な
ど

◦
日
時
＝
３
月
５
日（
月
）午
前
10
時

30
分
～
11
時

ほ
る
と
の
森（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

「
お
は
な
し
会
」
…
読
み
聞
か
せ
、紙

芝
居
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

◦
日
時
＝
３
月
10
・
24
日（
土
）午
後

２
時
～
２
時
30
分

※
場
所
は
す
べ
て「
お
は
な
し
の
部

屋
」で
す
。

本
の
交
換
市
の
開
催
に
つ
い
て

◦
日
時
＝
３
月
10
日（
土
）午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時

◦
場
所
＝
図
書
館
前
ロ
ビ
ー

図
書
館
郷
土
誌
講
座

テ
ー
マ「
霧
島
市
は
宝
の
山
」

◦
講
師
＝
二
見
剛
史（
鹿
児
島
県
文

化
協
会
長
・
志
学
館
大
学
名
誉
教

授
）

◦
日
時
＝
３
月
18
日（
日
）午
前
10
時

～
12
時

◦
場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
大
会
議

　

室
◦
定
員
＝
70
人

◦
参
加
料
＝
無
料

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
図
書
館

☎（
64
）０
９
１
８　

隼
人
図
書
館

お
は
な
し
の
部
屋

◦
日
時
＝
３
月
１
日（
木
）午
後
４
時

～
４
時
30
分（
幼
児
対
象
）

　

�

３
月
２
日（
金
）午
前
11
時
～
11
時

30
分（
赤
ち
ゃ
ん
対
象
）

　

�

３
月
18
日（
日
）午
前
11
時
～
11
時

30
分（
幼
児
・
小
学
生
対
象
）

◦
内
容
＝
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
、
お

は
な
し
、わ
ら
べ
う
た
な
ど

子
ど
も
映
画
教
室

◦
日
時
＝
３
月
25
日（
日
）午
前
10
時

～
11
時
30
分

◦
上
映
プ
ロ
グ
ラ
ム

☆
ハ
ク
ち
ゃ
ん
の
行
進
曲

☆�

ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ソ
ー
無
人
島
の

冒
険

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
語
り
手
講
座
」受
講
生
に
よ
る

は
じ
め
て
の
お
は
な
し
会

◦
日
時
＝
３
月
３
日（
土
）午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

◦
対
象
＝
小
学
生
以
上

※
場
所
は
す
べ
て
隼
人
図
書
館
２
階

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館

☎（
43
）７
５
７
４

メ
ディ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

霧
島
市
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
複
合
施
設

棟
一
階
に
あ
る
、学
校
教
育
・
社
会
教

育
に
お
け
る
教
育
メ
デ
ィ
ア
の
利
用

促
進
を
図
る
教
育
施
設
で
す
。

①�

パ
ソ
コ
ン
や
ビ
デ
オ
編
集
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
講
座
を
開
催

し
、
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
相

談
や
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②�

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
、映
像

教
材
や
機
材
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

③�

各
種
映
画
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
開
放
コ
ー
ナ
ー
で
は
午
前

９
時
～
午
後
９
時
ま
で
映
像
や
音

楽
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
鑑
賞
で
き
、

土
・
日
、祝
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
を
対
象
と
し

た
移
動
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

コ
ー
ス
設
定
＝

★�

入
門
コ
ー
ス
／
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ

ン
を
始
め
る
か
た

★�

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
／
入
門

コ
ー
ス
受
講
済
み
か
パ
ソ
コ
ン
経

験
者
で
も
う
一
度
学
び
た
い
か
た

※�

い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分
。２
コ
ー
ス

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

期
日
・
コ
ー
ス
記
号
＝　
　

　

牧
園
総
合
支
所
会
場

E
入
門
コ
ー
ス

　

３
月
６
日（
火
）～
７
日（
水
）

F
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

３
月
8
日（
木
）～
9
日（
金
）

◦
内
容=

　

①
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
操
作

　

②
マ
ウ
ス
操
作
と
文
字
入
力

　

③�

絵
や
写
真
の
入
っ
た
は
が
き
大

の
カ
ー
ド
作
成

　

④�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
や
メ
ー
ル

送
受
信
の
体
験

◦
対
象
＝
市
民　

◦
定
員
＝
い
ず
れ
も
20
人

◦
受
講
料
＝
８
０
０
円

◎�

申
込
方
法
＝
記
入
例
を
参
考
に
、

往
復
は
が
き
で
申
し
込
む
。コ
ー

ス
記
号（
Ｅ
～
Ｆ
）と
会
場
を
必

ず
記
入
す
る
こ
と

　

Ｅ･

Ｆ
＝
２
月
26
日（
月
）必
着

◦�

受
講
決
定
＝
定
員
超
過
の
場
合
、

抽
選
で
決
定
し
、
締
切
日
以
降
に
、

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。　

なつかしの映画を観る会

時間＝毎週木曜日　午後１時 30 分～（開場午後１時）
場所＝メディアセンター�鑑賞室（無料）　予約必要なし
≪３月≫「日本文学特集」

１日　�「伊豆の踊子（活弁つき）」　（1933 年　94 分）　　　　
川端康成の不朽の名作は、この田中絹代の作品で初めて
映画化されました。何度も映画化された作品ですが、こ
の作品がもっとも原作に近いと言われています。

８日　�「浮雲」　（1955 年　124 分）　　　　　　　　　　　　
鹿児島にゆかりの深い林芙美子の作品です。戦後の混
乱で落ちぶれていく男と、それに振り回されながらも離
れることのできない女の愛憎を描いています。屋久島も
舞台となりますが、作品の時代では奄美以南は占領下な
ので、日本の最果ての島という設定です。高峰秀子主演。

15 日　�「それから」　（1985 年　130 分）　　　　　　　　　
明治後期の東京を舞台に、親友の妻への愛に悩む主人
公の姿を描いた夏目漱石の同名小説の映画化。松田優
作や藤谷美和子が、その時代独特の男女の姿を静か
に演じ、じわじわ醸し出される愛を描いています。

22 日　�「砂の女」　（1964 年　124 分）　　　　　　　　　　
安部公房の観念的な小説を映画化したシュールな人
間ドラマです。昆虫採集に来た男が、一夜を借りた
砂の穴の中の家から出られなくなるという空間的、心
理的な閉塞感のある作品です。昨年末亡くなった岸
田今日子主演です。

29 日　�「潮騒」（1975 年　93 分）　　　　　　　　　　　　
三島由紀夫の同盟小説の映画化。そして百恵、友和
の黄金コンビ主演の代表作です。伊勢湾の小島を舞
台に、若く美しい娘と精悍な青年の純愛を描きます。
焚き火をはさんだ小屋のシーンが有名です。

土曜子ども映画会　

作品＝ロビンソン・クルーソー～無人島の冒険（40 分）
内容＝�ロビンソンは、船で旅をしている途中、激しい嵐のため

に、だれもいない島にとり残されてしまいました。何も
ない自然の中で、知恵と勇気をふりしぼってがんばり、
だんだんたくましく成長していきます。

日時＝３月24日（土）午前10時～
場所＝メディアセンター�鑑賞室（無料）

※
開
放
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
映
画
の
鑑
賞
が
で
き
ま
す
。（
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
、
日
、
祝
日
も
開
館
）
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う
ぶ
声

届
出
日
（
12
／
１
～
12
／
31
）

◎
国
分

（
出
生
児
）　　
　
　
　
（
届
出
者
）　
（
自
治
会
）

川
野　

真ま

い依　
　

孝
志　
　

松
木
西

重
留　

心こ
こ
ね音　
　

広
輝　
　

脇
元

上
園　

統と
う

真ま　
　

真　
　
　

新
清
水
団
地

宮
原　

遙は
る
か　
　
　

文
人
志　

新
町
第
４

外
枦
保　

碧れ
の
ん風　

宏
樹　
　

松
木
西

板
野　

龍り
ゅ
う
ま磨　
　

良
樹　
　

新
馬
場

原
田　

遥よ
う

介す
け　

　

忍　
　
　

安
田
口

森
田　

和か
ず

希き　
　

伸
一　
　

下
村
東

上
村　

愛あ
い
る琉　
　

祐
貴　
　

宇
都

宮
田　

紗さ

衣え　
　

秀
一　
　

岩
戸

朝
隈　

璃り
お
ん音　
　

和
彦　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
３

上
野　

翔か
い

空と　
　

哲　
　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
３

千
原　

怜れ
い　

　
　

理
央　
　

三
郷

西
明　

大だ
い
き樹　
　

智
美　
　
岩
戸
温
泉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

武
田　

皇こ
う

志し　
　

国
拓　
　

広
瀬
16

秋
葉　

海か
い
り璃　
　

綾
夏　
　

四
方
田
団
地

溝
口　

彩あ
や
め萌　
　

賢
一　
　

清
水
本
町

深
川　

航こ
う

志し　
　

朋
広　
　

神
田
西

山
田　

善ぜ
ん

太た
ろ
う朗　

幸
生　
　

車
田

小
西　

空く
う
と斗　
　

美
紀　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
３

森
山　

士つ
か
さ　
　
　

知
己　
　

福
島
４

田
淵　

冬と
う

麿ま　
　

雄
二　
　

朴
木

田
代　

響ひ
び

葵き　
　

有
子　
　

上
井
団
地

石
橋　

梨り

む夢　
　

竜
二　
　

重
久
団
地
１

宮
部　

陽は
る

輝き　
　

具
德　
　

東
馬
場

原
口　

侑ゆ
う

己き　
　

裕
至　
　

川
内
団
地

赤
穗　

翔か
け
る　

　
　

哲
郎　
　

中
台

東
郷　

亜あ

い育
菜な　

朋
廣　
　

重
久
団
地
３

葛
迫　

海か
い
と斗　

　

良
太　
　

寺
馬
場

末
満　

由ゆ

り莉　
　

勇
蔵　
　

福
島
２

佐
藤　

龍り
ゅ
う

牙が　
　

淳
一　
　

川
内
団
地

久
保　

文あ
や
の乃　
　

裕
美　
　

大
野
原
団
地
１

竹
下　

斗と

わ環　
　

憲
次　
　

府
中
前
東

竪
山　

遥は
る
と斗　
　

満　
　
　

広
瀬
17

久
本　

佳か
り
ん凛　
　

和
輝　
　

川
跡
西

林　
　

美み

さ咲
希き　

謙
一
郎　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
６

米
元　

英え
い

晋し
ん　
　

利
貴　
　

福
島
４

宮
内　

彩あ
や　
　
　

幸
一
郎　

島
馬
場

内
村　

優ゆ
う　
　
　

健
治　
　

安
田
口

笠
山　

廉れ
ん
の之
祐す
け　

伸
一　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
７

山
之
内　

宗む
ね
ま
さ政　

竜
丈　
　
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
第
２

藤
﨑　

勇ゆ
う

成せ
い　
　

勇
喜　
　

垂
元

森　
　

脩
し
ゅ
う

輔ほ　
　

一
哉　
　

三
郷

◎
溝
辺
町

川
﨑　

充み
つ
る　
　
　

真
吾　
　

麓
原
３
班

濵
元　

俊
し
ゅ
ん

吾ご　
　

仁　
　
　
第
２
陵
南
団
地
２
号
棟

二
宮　

煌こ
う

芽が　
　

章　
　
　

西
原
自
治
公

大
宮
司　

聖せ
い

真ま　

智　
　
　

玉
利
団
地
２
号
棟

◎
横
川
町

有
馬　

芽め

る琉　
　

博
幸　
　

小
山
ノ
口
住
宅

◎
牧
園
町

鎌
田　

寿じ
ゅ

理り　
　

久
美　
　

持
松
２
区

清
松　

美み

く来　
　

紀
恭　
　

中
津
川
３
区

小
囿　

洋ひ
ろ
き紀　
　

洋
平　
　

高
千
穂
５
区

山
口　

陽ひ
な
た　
　
　

雄　
　
　

高
千
穂
４
区

◎
霧
島

若
松　

泰た
い

雅が　
　

純　
　
　

祓
谷

森　
　

恵け
い
と人　

　

康
浩　
　

待
世

◎
隼
人
町

柿
迫　

修し
ゅ
う
ま磨　

　

洋
海　
　

住
吉
14

川
路　

來ゆ
き

愛あ　
　

大
介　
　

新
川
６

德
永　

快か
い
せ
い晴　

　

修
久　
　

駅
前
１

松
田　

翔
し
ょ
う

太た　
　

哲
朗　
　

御
前
馬
場
西

堀
ノ
内　

菜な

月つ
き　

啓
介　
　

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

有
村　

興こ
う

拳け
ん　

　

健
一　
　

中
央
２

室
園　

佳か

歩ほ　
　

忍　
　
　

西
瓜
川
原

園
田　

蓮れ
ん
や也　
　

宣
仁　
　

セ
ジ
ュ
ー
ル
孝
元

山
内　

謙け
ん

太た
ろ
う朗　

耕
二　
　

真
孝
16

谷
山　

標し
る
べ　

　
　

聖　
　
　

駅
前
４

谷
川　

大り

く空　
　

俊
二　
　

御
前
馬
場
西

新
冨　

瑞み
ず
き熙　

　

良
磨　
　

見
次
１

山
口　

真ま

央お　
　

龍
次　
　

見
次
２

益
田　

聖せ

菜な　
　

洋
嗣　
　

新
川
７

新
貝　

野の

の々

花か　

な
ぎ　
　

中
中
福
良

里
岡　

佑ゆ
う
き樹　

　

一
樹　
　

雇
用
促
進
住
宅

◎
福
山
町

有
村　

仁じ
ん　

　
　

勝
俊　
　

西
牧
之
原

西
谷　

萌も

愛え　
　

紀
彦　
　

東
牧
之
原

笹
川　

光て
る

聖き
よ　

　

健
一　
　

東
牧
之
原

永
田　

朱あ
か
り麗　
　

昭
仁　
　

上
大
廻

木
山　

優ゆ
う
と人　

　

竜
太　
　

小
廻

朴
木　

拳け
ん

伸し
ん　
　

泰
彦　
　

西
牧
之
原

留
森　

空そ
ら　

　
　

真
紀　
　

西
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
12
／
１
～
12
／
31
）

◎
国
分

（
氏　

名
）　　
　
　
　
（
年
齢
）　
（
自
治
会
）

細
山
田　

ミ
チ
ヱ　

85　
　

道
場
口

常
盤　

健
一　
　
　

86　
　

西
内
の
丸

磯
脇　

圭
太　
　
　

０　
　

西
前
田

曽
山　

文
雄　
　
　

84　
　

辻

金
丸　

近　
　
　
　

89　
　

立
川

嶺
﨑　

道
治　
　
　

46　
　

弟
子
丸

有
村　

泰
雄　
　
　

80　
　

上
木
原

小
原　

キ
ヌ　
　
　

77　
　

丸
尾

谷
川　

靜
弘　
　
　

78　
　

東
中

木
佐
木　

ミ
ツ
エ　

79　
　

清
水
東

池
田　

慶
次　
　
　

89　
　

前
馬
場
第
３

上
原　

祥
男　
　
　

72　
　

唐
仁
西

関
田　

正
道　
　
　

86　
　

重
久
団
地
２

春
田　

フ
ヂ　
　
　

84　
　

山
元

塩
川　

直
行　
　
　

79　
　

御
里

通
山　

ミ
ツ
エ　
　

90　
　

広
瀬
21

本
田　

ク
ニ　
　
　

102　
　

岩
戸

船
盛　

ナ
ツ
子　
　

91　
　

野
口
南

吉
満　

幸
子　
　
　

54　
　

向
花
中

岩
元　

正
吉　
　
　

89　
　

広
瀬
７

末
永　

ヨ
シ
エ　
　

92　
　

向
花
東

和
泉　

フ
ヂ
ヱ　
　

81　
　

西
下
新

松
園　

芳
明　
　
　

73　
　

新
町
第
８

宮
園　

健
兒　
　
　

65　
　

三
郷

山
下　

ク
ミ　
　
　

96　
　

山
下
３

持
留　

清　
　
　
　

88　
　

西
内
の
丸

塩
川　

七
兵
　
　

91　
　

広
瀬
５

家
村　

惠
美
子　
　

55　
　

鐘
突

◎
溝
辺
町

黒
岩　

タ
ツ　
　
　

92　
　

西
原
第
２
住
宅

本
宮　

義
雄　
　
　

84　
　

野
坂

重
森　

ミ
ヱ
子　
　

76　
　

北
原

三
好　

薫　
　
　
　

71　
　

立
岩

西
野　

美
千
子　
　

71　
　

祝
儀
園

武
元　

シ
ヅ
ヱ　
　

87　
　

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ム

◎
横
川
町

益
山　

チ
ル　
　
　

83　
　

正
牟
田

山
口　

勝　
　
　
　

84　
　

上
小
脇

竹
内　

憲
視　
　
　

71　
　

岡
村

竹
之
内　

丸　
　
　

83　
　

崎
山
団
地

柿
元　

良　
　
　
　

83　
　

北
園

押
領
司　

タ
ミ
ヱ　

85　
　

黒
葛
原

◎
牧
園
町

長
崎　

キ
ク
ヘ　
　

86　
　

牧
園
６
区

大
窪　

幸
子　
　
　

53　
　

三
体
２
区

有
村　

勝　
　
　
　

78　
　

万
膳
１
区

川
　

幸
男　
　
　

71　
　

中
津
川
４
区

宮
園　

ト
ミ
子　
　

87　
　

高
千
穂
６
区

松
下　

忠
重　
　
　

70　
　

高
千
穂
６
区

田
中　

勝　
　
　
　

61　
　

中
津
川
８
区

久
保　

ヤ
エ　
　
　

93　
　

中
津
川
２
区

成
松　

美
德　
　
　

65　
　

牧
園
７
区

今
村　

チ
ヨ
子　
　

77　
　

中
津
川
６
区

𠮷
原　

チ
ヱ　
　
　

81　
　

三
体
３
区

◎
霧
島

上
原　

テ
ル　
　
　

90　
　

湯
之
宮

有
里　

ツ
子　
　
　

78　
　

永
野
田

◎
隼
人
町

山
﨑　

松
幸　
　
　

69　
　

見
次
１

中
村　

ヒ
ミ　
　
　

93　
　

み
ゆ
き
苑

新
保　

勲　
　
　
　

86　
　

新
川
９

須
ヶ
牟
田　

房
子　

85　
　

み
ゆ
き
苑

宮
本　

環　
　
　
　

72　
　

住
吉
４

德
持　

ト
メ　
　
　

96　
　

中
城
中

田
畑　

と
し
子　
　

57　
　

住
吉
４

福
﨑　

真
由
美　
　

49　
　

三
田
坪

小
濵　

キ
サ　
　
　

91　
　

見
次
２

川
畑　

藤
朝　
　
　

79　
　

見
次
６

鵜
木　

雅
文　
　
　

53　
　

県
営
小
田
団
地

薬
師　

ミ
エ　
　
　

83　
　

沢
馬
場
１

津
曲　

敏
光　
　
　

58　
　

平
熊

川
越　

ア
サ
子　
　

86　
　

姫
城
温
泉
東

濱
﨑　

ナ
ツ
エ　
　

72　
　

下
小
鹿
野

六
反　

キ
サ
子　
　

72　
　

埒
下

池
田　

ナ
ヤ　
　
　

90　
　

木
之
房
１

吉
野　

雄
次　
　
　

71　
　

橋
之
口

吉
永　

滿　
　
　
　

81　
　

妙
見

芝　
　

幸
子　
　
　

78　
　

駅
前
１

岩
元　

清
吉　
　
　

90　
　

東
前

◎
福
山
町

濵
田　

稻　
　
　
　

90　
　

小
廻

久
米
村　

ミ
チ　
　

82　
　

下
牧
之
原

森　
　

三
代
志　
　

89　
　

中
大
廻

中
村　

計
次　
　
　

89　
　

川
路
原

豊
平　

ミ
キ
子　
　

71　
　

南
園

束
田　

葊
志　
　
　

89　
　

福
原

森
園　

重
二　
　
　

91　
　

小
廻

大
園　

道
雄　
　
　

56　
　

東
牧
之
原

お
知
ら
せ

サ
ン
・
あ
も
り
フ
ェ
ス
タ

◦
日
時
＝
３
月
25
日（
日
）午
前
９
時
～

◦
場
所
＝
サ
ン
・
あ
も
り
敷
地
内

◦
内
容
＝
天
降
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
約
６
㌔
）、

カ
ヤ
ッ
ク
体
験
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン
・
あ
も
り
☎（
44
）

６
６
１
３

第
４
回
隼
工
展

隼
人
工
業
高
校
の
生
徒
が
課
題
研
究
、
実
習
、

な
ど
で
作
っ
た
作
品
約
３
０
０
点
を
展
示
。

◦
期
間
＝
３
月
16
日（
金
）～
22
日（
木
） 

◦
場
所
＝
市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
工
業
高
校
☎（
42
）

０
０
２
３

お
詫
び
と
訂
正

　

２
月
号
広
報
誌
５
ペ
ー
ジ
の
記
載
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

　
【
訂
正
前
】　　
　
【
訂
正
後
】

　

徳
見　

愛　

→　

時
見　

愛

表
彰
（
敬
称
略
）

○
県
知
事
表
彰　

認
定
職
業
訓
練
功
労
賞

市長交際費（12月21日〜１月31日分）
（単位：円）市長の交際費をお知らせします。

12月22日 コンドーテック㈱（誘致企業）起工式時焼酎 3,100 

12月22日 第21回霧島姶良地区書初め席書大会
市長賞トロフィー代 10,000 

12月26日 命をつなぐコンサート
出演者への花束（２団体） 6,300 

12月26日 故成松美徳氏（牧園消防団員）告別式時生花 10,500 
1月 5日 故山口公平氏（溝辺消防団員）告別式時生花 10,500 
1月23日 九州広告美術業組合連合会新春懇親会時焼酎 3,200 
1月23日 経済産業省鹿児島県人会時焼酎（送料含む） 4,520 

1月23日 故船盛一美氏（元国分市議会議員・３期）
告別式時生花 10,500 

1月29日 平成18年度鹿児島県薩摩地区港湾関係
市町村協議会懇親会時会費 3,500 

12月21日～１月31日分 合計 62,120 

　

◦
米
德 

さ
つ
き（
隼
人
）

○
か
ご
し
ま
農
林
水
産
物
認
証

※ 

安
心
・
安
全
な
農
林
水
産
物
を
生
産
す
る
取

り
組
み
を
消
費
者
に
伝
え
る
た
め
の
鹿
児

島
県
独
自
の
認
証
制
度

　

◦「
に
が
う
り
」

　
　

牧
園
町
園
芸
振
興
会
ゴ
ー
ヤ
ー
部
会

　
　

会
長 

田
中 

清
美　
〈
Ｈ
18
・
４
認
定
〉

　

◦「
原
木
栽
培
し
い
た
け
」

　
　

山
本 

保
幸（
横
川
）〈
Ｈ
18
・
10
認
定
〉

　

◦「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

　
　

内
村 

輝
美（
国
分
）〈
Ｈ
18
・
12
認
定
〉

○
女
性
農
業
経
営
士
認
定

　

◦
清
水 

和
子（
牧
園
）

　

◦
馬
場 

浩
美（
霧
島
）
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